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■
第
55
回
日
本
風
俗
史
学
会
大
会
・
総
会
の
お
知
ら
せ 

平
成
26
年
度
の
大
会
・
総
会
は
、
中
部
支
部
の
主
催
で 

開
催
を
準
備
し
て
お
り
ま
す
。
先
の
常
任
理
事
会
で
日
程 

場
所
等
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

 

期
日 

平
成
26
年
11
月
22
日
（
土
）・
23
日
（
日
） 

場
所 

１
日
目   

椙
山
女
学
園
大
学 

 
 
 
 
 

２
日
目   

名
古
屋
城
能
楽
堂 

内
容 

１
日
目 

（
午
後
）
総
会
・
学
術
賞
授
与
式 

公
開
講
演 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

「
名
古
屋
文
化
を
探
る
」（
仮
） 

 
 
 
 
 

２
日
目 

（
午
前
）
自
由
論
題
研
究
発
表 

（
午
後
）
見
学
会 

名
古
屋
城
本
丸
御
殿 

な
お
、
詳
細
・
発
表
者
募
集
に
つ
き
ま
し
て
は
、
随
時
、 

会
員
の
皆
様
に
ご
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

（
大
会
実
行
委
員
会
） 

 

日

本

風

俗

史

学

会 
 
http://www.fuzokushi.jp  

〒161

―8539 

東
京
都
新
宿
区
中
落
合
４
―
31
―
１ 

目
白
大
学 

社
会
学
部   

有
元
修
一
研
究
室 

気
付 

学
会
Ｆ
Ａ
Ｘ 03-5982-7141   

Ｅ
メ
ー
ル 

jimu@fuzokushi.jp  
事
務
連
絡
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

振
替
口
座 

０
０
１
５
０
―
６
―
７
２
３
７
２ 



関
東
支
部 

近
世
史
分
科
会 

日
時  

４
月
28
日
（
月)

18
時
～
21
時 

場
所  

港
区
立
青
山
生
涯
学
習
館 

(

地
下
鉄 

表
参
道
Ａ
４
出
口
８
分) 

学
習
室
１ 

発
表 

「
木
魚
講
」          

光
田 

憲
雄 

氏 

  
 近

代
史
分
科
会 

 

休
会
と
し
ま
す
。 

  

服
飾
史
分
科
会 

日
時 

 

４
月
14
日
（
月
）
18
時
～ 

場
所 

 

き
れ
と
着
物
土
居
〔
不
思
庵
〕 

駒
込
パ
ー
ク
ハ
ウ
ス
地
下
一
階
集
会
室 

（
JR
・
地
下
鉄 

駒
込
駅
東
口
徒
歩
５
分 
 

℡090-8774-0074

） 

題
目 

・「
後
水
尾
院
當
時
年
中
行
事
」
後
半
部
か
ら
読
み 

始
め
ま
し
た
。
暫
く
は
、
読
み
進
め
た
い
と
思
い

ま
す
。 

・「
後
櫻
町
天
皇
宸
記
』
第
一
冊
、
宝
暦
六
年
三
月
一

日
～
」も
、折
々
に
読
み
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

※
興
味
の
あ
る
方
、
テ
キ
ス
ト
は
用
意
し
て
い
ま

す
の
で
、
是
非
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

 

中
部
支
部 

＊
４
月
例
会
は
休
会
と
し
ま
す
。 

＊
中
部
支
部
役
員
会
・
大
会
実
行
委
員
会
の
開
催 

   

４
月
19
日
（
土
）
13
時
半
～
15
時
半 

   

名
古
屋
文
化
短
大 

 

関
西
支
部   

休
会
と
し
ま
す
。 

 

九
州
支
部    

総
会  

４
月
26
日(

土)

15
時
半
～
15
時
50
分 

講
演  

４
月
26
日(

土
）
16
時
５
分
～
17
時
15
分    

会
場  

九
州
女
子
大
学  

耕
心
館
Ｈ
406
教
室 

（
北
九
州
市
八
幡
西
区
自
由
ケ
丘
一
―
一
） 

演
題  
江
戸
の
怪
談
・
奇
談 

講
師  
樫
澤 

葉
子 

氏 

（
九
州
女
子
大
学
・
人
間
科
学
部
） 

 

■
平
成
26
年
度
会
費
の
納
入
に
つ
い
て 

平
成
26
年
度
の
会
費
納
入
は
、
３
月
末
日
を
期
限
に

会
員
の
皆
様
に
お
願
い
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
た
く

さ
ん
の
会
員
か
ら
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
さ
て
、
会
費
納
入
の
正
常
化
に
伴
い
ま
し
て

日
本
風
俗
史
学
会
細
則
第
三
条
第
三
項
に
よ
り
、「
２
年

以
上
の
未
納
を
も
っ
て
会
誌
・
会
報
そ
の
他
の
通
知
の

発
送
を
停
止
さ
れ
、
３
年
以
上
未
納
の
場
合
は
会
員
の

資
格
を
失
う
」
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
ま
だ
納
入
さ
れ
て
い
な
い
会
員
の
皆
様
は
ど
う
か

お
早
目
に
お
手
続
き
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
財
務
担
当
） 

 

■
会
誌
刊
行
の
遅
れ
に
つ
い
て 

機
関
誌
で
あ
り
ま
す
『
風
俗
史
学
』
は
、
現
在
52
号 

ま
で
刊
行
し
て
お
り
ま
す
が
、
発
行
が
遅
れ
て
お
り
ま

す
。 

現
在
53
号
刊
行
の
最
終
段
階
に
き
て
お
り
ま
す
。 

会
員
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
お
り
ま
す
が
、

平
成
26
年
度
中
の
刊
行
正
常
化
を
め
ざ
し
て
鋭
意
努

力
し
て
参
り
ま
す
の
で
何
卒
ご
理
解
く
だ
さ
い
。 

（
編
集
担
当
） 

 

■
住
所
・
所
属
の
異
動
に
つ
い
て 

例
年
、
三
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
住
所
不
明
者
が
続
出

し
ま
す
。
住
所
、
所
属
が
変
わ
っ
た
場
合
は
、
新
し
い

住
所
・
所
属
先
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
学
生
会
員
の

方
で
学
籍
が
な
く
な
っ
た
場
合
も
速
や
か
に
事
務
局
ま

で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 

（
総
務
担
当
） 

 

■
訃
報 

笹
岡
洋
一
氏 

 

平
成
二
十
六
年
一
月
三
十
一
日
、 

急
性
心
不
全
の
た
め
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。 

享
年
九
十
三
歳
。 

元
評
議
員
と
し
て
服
飾
史
を
は
じ
め
日
本
の
美
術
、
文

化
全
般
に
亘
っ
て
幅
広
い
見
識
で
長
い
間
学
会
を
支
え

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

心
よ
り
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
。（
総
務
担
当
） 

 
 
 
 
 

 


